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特別代理人選任
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治
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田中　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
未成年者及びその父母の戸籍謄本　１通
特別代理人候補者の戸籍謄本・住民票　１通
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治
タイプライタ
未成年者田中一郎のために特別代理人の選任を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人は、平成＊＊年＊＊月＊＊日に山田花子と婚姻しました。
２　山田花子は、浮気相手斉藤五郎の子を生み、その後、その子を残して２人
で家を出て、行方不明となってしまいました。
３　未成年者は、戸籍上は申立人の長男となっていますが、申立人は花子とは
数年不仲で、花子が申立人の子を懐胎するのは不可能です。
４　申立人は未成年者の嫡出性を否認すべく訴訟を準備しておりますが、未成
年者の親権者である花子が行方不明のため、特別代理人として花子の母であり
、現在未成年者と同居している山田和子（本籍　＊＊＊＊＊　住所　＊＊＊＊
生年月日　＊＊＊＊＊　職業　＊＊）を選任されたく、本申立に及びました。




